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千葉大学涯学部第二生化学教室 JI 本 進
玉大;耕地方はいま 9月末，さして暑くもない夏が終わ
長く厳しい冬のおとずれを待つ心地よい季節です。人々
は瀬をわたる秋風に夏の終りの繕怠感と，湖面も譲歩つ
く季節へのプロロ}グとを同時に感じているようです。
アメリカ，オハイ eオ丹、|ク 9-ブランドはニューヨークと
シカゴの中間に位量し，エリー湖畔の大工業都市です。
対岸はもうカナダであり，いわばここはアメジカの 
“North Coast"です。気挟の良いいわゆるサンベルト
地帯に人々が逃げ出していくアメヲカ全体の傾向に却え
て，近隣のデトロイトに産業の中心を取って代わられつ
つあるこの町の人々にとって，世界的に名高いクリーブ
ランドオーケストラはこの町の最大の誇りでもありま
す。屑辺を合せ，人口 200万の町の中心部は，他の多く
のアメリカの都市同議，荒廃しきっておム昼間でも歩
くのは気味が悪く危換という状態です。しかし，中心部
から少し離れれば隷多い森林公圏の中のようた町に変わ
予，家の定にはリスが遊び，夏の夜にはホタノレが楽しめ
郊外のハイクエイには鹿も飛び出すというアメリカ的な
嵐景が展開していきます。
私の罵する CaseWestern Reserve大学 (CW豆町
は ClevelandClinic Foundationとともにこの町の 2
大医学センタ}となっています。 CWRUは医科文科の 
Western Reserve大学と理工科の Case工科大学とが
合併してできた大学であり，現在，中西部の中心的な大
学の 1つになっています。特}こその医学部では第 2次大
戦後，新しい医学教育の試みが積極的に推進されたこと
で知られておムその後，多くの也の医科大学のモデ、ル
になったと開きまナ。
私が携っている遺伝子工学の研究を進めている研究室
は CWRU塁学部では Biochemistry，Pharmacology， 
Molecular biology，Microbiologyの departmentsに
わたっており，遺一自 MolecularBiology Seminarと
名付けてみなが集まって'博報交換をしています。ガムを
かんだり，杭の上に足を投げ出して聞いている人もいる
気楽なセミナー風景にこの冨の人々の開放的気質を，ま
た国連のようなさまざまな顔ぶれにこの国の社会の多種
多様性を感じます。今をときめく遺伝子工学の分野とい
うこともあるのか， セミナーのみならず， department 
を異}こするこれらの研究室の関を人も磯械も告白に出入
りしている様は，日本と研究体制を異にしているとはい
え，見習いたいところです。また，萌究室単位，部門単
位，専丹分里子単f立に関かれているセミナーの数の多さも
驚くばか予であり，この国の研究者麗の淳さと学問慢報
の豊かさとを知ることができます。たとえば， ここの 
Biochemistry に過去に留学していた杉村隆博士(国立
がんセンター)が先日，こちらに錦を飾られ， 5員間で 
4つのセミナーをこなされました。人々の情報に対する
食欲さがうかがわれました。
私のボスの Goodridge 教授は Biochemistry と 
Pharmacologyの兼任教授であり， lipogenic酵素〈脂
肪酸合成酵素， ワンゴ酸酵素〉の生合成がグノレカゴンや
甲状操ホルモンなどによって調節されている機構を，培
養肝細抱などを用いて分子レベルで解明しつつありま
す。この数年は，最新の遺長子工学の手法を用いて両酵
素の遺f王子をクローニングして，それを解析しており，
遺伝子レベルでの molecularendocrinologyを吾ざし，
成果をあげています。社会は不況，研究費も十分とはい
えないといわれる中でも， disposable製品の普及ぶりは
居を見張るばかりであり，アメリカ社会の物質文明の豊
かさに今さらながら感心するばかりです。研究室の中に
は教授も五rstnameでよばせており，若い大学説生は
実験中ガールフレンドと kissも平気といったこの国な
らではの光景も見られます。テタニシャンの日系 4琶の
入の家に詔かれ，日本語もほとんど知らず，日本tこ行っ
たこともまい彼の家の中のインテリアが日本の家庭以上
に民本的であることに驚きました。 日系人に限らずー
克，陽気なアメリカ人達が，その先祖が一度は裡国に訣
足立してきた人々であることを改めて思い出し，雑多な民
族の寄予集まりであるアメリカ桂会が必ずしも彼らの故
郷に誌なヲ得ていないことを知りました。
半年辺く，雪と寒さに耐えねばならないここの人々が
夏の間，長い長い休暇を取ったり，夕方先を争って婦宅
し，夕食後， 9-10時まで明るい夏の夜，必死に遊びま
わるというのも不思議なことではまちりません。初雪が降
る10月後半まであとわずか，朝換の吐く息はもう白い短
い秋のクヲーブランドです。 (1983. 9. 28受付〉
